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容 

概  要 
プラズマ特性計測を活用して開発した低温大気圧プラズマを用いて、材料表面

の親水性の付与、及び農作物の発芽、成長の促進を実施する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

プラズマは放電条件を変化させることで特性が大きく変化し、その特性の相違

はプラズマ処理により生じる現象の相違へとつながる。本研究では、発光分光

計測や電気特性計測により特性を調べ、特性と親水基形成や種子の発芽促進等

の現象の相関関係を明らかにすることにより、従来よりも各応用に最適な放電

条件の低温大気圧プラズマ生成装置を開発する。 

本技術の 

有用性 

低温大気圧プラズマは対象物に対して熱ダメージを与えることなく、高い反応

性を利用可能である。材料表面への親水性付与による接着性向上や、農作物の

発芽・成長促進、水質改善、医療現場における殺菌、止血への応用が可能であ

る。プラズマ装置の構造を変化させることでプラズマの大きさも制御可能であ

り、局所的処理やある程度の大きさの面積の処理も対応可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

低温大気圧プラズマ生成装置の例を下図に示す。(a)ジェット型は、局所的な

プラズマ処理が可能であり、 (b)平行平板型では、ある程度の面積のプラズマ

処理が可能である。これら

のプラズマに対する特性

計測を行い、各応用に最適

な放電条件のプラズマ生

成装置を開発する。 

適用可能製品 
・様々な材料の表面処理技術。 

・農作物の発芽、成長促進による生産性向上。 
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